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人間学部 人間学科

文
学
に
触
れ
る
こ
と
は
、他
の
人
の
人
生
を
体
験
す
る
こ
と
。

文
章
の
奥
に
あ
る
も
の
を
感
じ
る
こ
と
で
、

人
間
性
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

小説家マルセル・プルーストから
学んだこと。

文学は心の栄養素。
人間的な豊かさを育む一因となる。

私の研究テーマの一人にマルセル・プルーストという小説家が
います。その代表作である「失われた時を求めて」の中に、「マド
レーヌの挿話」という話があります。お母さんからもらったマド
レーヌを紅茶に浸して食べていると、その味が子ども時代に過
ごしたコンブレーという町の思い出に結びついていくというも
のです。これを“無意志的記憶の体験”と呼び、本の主人公はこ
の体験をきっかけに長年の夢だった小説を書くことになります。
プルーストは『人は自分の持っている疑問を大切にしていけば、
必ず外の世界からその疑問を解決する何かがやってきて、その
答えを見つけることができる』としています。私自身は、その外
の世界の一つが文学だと思います。悩みやトラウマなど自分で
は解決できないことも、1 冊の本に出合うことで、解決のヒン
トを得るきっかけになるかもしれないということです。

小説に限らず文学に触れることで人は、登場人物の心を読み、
さまざまな社会の仕組みを理解し、時代や人種、世界の間にあ
る違いを知ることができます。それはまた、人間学科の 3 要
素である「心理系」「社会・教育系」「国際・コミュニケーション
系」の学びとも強く結びついています。人生は 1 回限りですが、
本を読むことで他の人の人生も体験できる。1,000冊読めば
1,000回生きたことになる。ドストエフスキーが書いたことが、
今の日本の悩みと直結するかもしれない。文学は心の栄養素に
もなるし、人間の豊かさを育むツールでもあるのです。人間学
部の中で文学を学ぶということは、自分自身の人間性を広げる
ことに他なりません。

学生時代の
マイブーム

中学の頃に大江健三郎氏の小説を読んで感動
したことが、今につながっているという荒原先
生。フランス文学に傾倒したのはフランスに
縁があった叔母さんの影響もあったとか。マ
ルセル・プルーストの他、19世紀後半のSF冒
険小説家ジュール・ヴェルヌ研究の第一人者。

荒原 邦博 先生 フランス文化に魅せられて。
叔母の影響で、小さな頃からフランスに
強い興味を持っていました。そんな思い
もあって、フランス文学を読み、フラン
ス映画も観るようになって、さらには原
書で読みたいと辞書を引き引き悪戦苦闘
した思い出があります。しかし、苦労は
するもので、今は研究で面白いことが次
から次にわかり興味が尽きません。
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